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室で開発した最高温度1800 °Cの超高感度昇温脱離法で定量分析した。GMS sheetのMedgeは0.16 mmol g-1で
ある。比較試料として用いたのは、市販のキャパシタに使用されている活性炭（AC, YP50F, Medge: 3.88 mmol g-
1）、従来の研究で最も高い耐電圧性を示すスーパーグロース法で作成した単層カーボンナノチューブ（SWCNT, 
Medge: 0.48 mmol g-1）の自立膜である。電解液には1.5 Mの(CH3CH2)3CH3N-BF4/プロピレンカーボネート（PC）
を用いた。3.5 V, 60 °Cにおけるフロート試験による耐久性評価の結果をFig. 6に示す。ACは即座に劣化した。
SWCNTは200 hまでは容量を保つが、その後急激に容量が低下しコインセルが開いてしまった。SWCNTは室
温・4 Vの条件でも安定に動作することが報告されているが、今回の条件にはそのSWCNTでさえも耐えられな
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SWCNTは200 hまでは容量を保つが、その後急激に容量が低下しコインセルが開いてしまった。SWCNTは室
温・4 Vの条件でも安定に動作することが報告されているが、今回の条件にはそのSWCNTでさえも耐えられな
いことが分かった。一方で、GMS は 700 h 経過後も高い静電容量を保持しており、いずれの炭素材料よりも安
定であることが分かる。これは、GMS が三次元的に共有結合でつながった、エッジサイトの少ない構造を有す
るためである。 
 
【結言】 
単層グラフェンから成る多孔体はグラフェン由来の高い柔軟性を有し、また細孔の変形に伴う吸着・脱着の制御
は新規ヒートポンプの原理に応用が期待できることを示した。加えて、エッジサイトの量を抑えた構造はグラフ
ェンの高い電気化学的安定性を引き出すことができ、非常に安定なスーパーキャパシタの電極としての利用が可
能となる。 
 
Fig. 6 フロート試験による両極重量
あたりの静電容量変化。 
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